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回復の予測とセルフケアの再獲得

専門分野

老年看護学実習Ⅲ

２　単位

岡原　幸代　・　横手　理香

生活行動に関わる機能を障害した対象を理解し、対象のセルフケアの援助を学ぶ。

自力で生活調整が困難な部分を理解する

授業目標

（性・生殖機能障害、運動機能障害、脳・神経機能障害、感覚機能障害）
１．生活機能が障害されている患者の特徴が理解できる。
２．生活の変化を余儀なくされ患者象の思いに寄り添う。
３．患者が、セルフケア再獲得するうえで、必要な援助を明確にする。
４．患者が障害と向き合い、生活を主体的過ごせるように援助する。
５．退院支援における他職種連携を知る。
６．体験を振り返りセルフケア再獲得を支えるための看護の意義を明らかにする。
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生活行動に障害のある対象の全体像を理解する

対象の日常生活力をアセスメントする

生活行動に障害がある対象の機能障害を理解する

生活行動に障害のある対象特性を捉える

日常生活行動に障害のある対象の日常生活上の規
制が分かる

受け持ち患者に必要なレポート

臨地実習の援助内容・態度を評価表で評価

既習したすべてのテキスト

学内実習（実践活動の場以外の実習）の詳細に関しては実習要項に記載あり

セルフケアを向上させる方法を理解する

セルフケアに必要な生活指導が理解できる

対象を支える職種の種類や役割について理解する

地域で活用できる社会資源を理解する

継続看護と他職種との連携の必要性を理解する

カンファレンスを通して実習メンバーの受け持ち
患者の看護内容について情報交換し理解を深める

岡原　幸代　　看護師・保健師：地域包括支援等勤務　６年　　看護教員：学校勤務　５年
横手　理香　　　　看護師　　：病院勤務　　　　　　26年　　看護教員：学校勤務　２年

看護師としての経験を活かし、状況に即した実習を展開する


